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小中学校における

ライフジャケット体験学習についての一考察

野沢 巌*
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2003年 9月15日、琵琶湖で、12人が乗ったヨッ

トが転覆・沈没するという事故が発生し、 6人

が死亡、 1人が行方不明となり、 5人が救助さ

れた。救助された 5人のうちの 4人は両親と小

学生 2人の一家族であった。父親と子ども 2人

の3人が救命胴衣(以下、ライフジャケットと

記載)を着用しており、着用していなかった母

親は子どものライフジャケットにつかまり、漂

流していて助かった。命を落とした 7人は、い

ずれもライフジャケットを着用していなかった。

事故当時は10m前後の風が吹き、白波が立つ

状態であったという 。その中、救助を求めて岸

まで泳いだ男性は、約 2kmの距離を50分ほどで

泳いだ、。ライフジャケットと共に漂流していて

助かった一家4人は、波立つ暗黒の湖上に 2時

間半ほと寺漂っていた。もし連絡が遅れれば、さ

らに長時間の漂流を余儀なくされていたであろ

う。複数の漂流者が互いに肩を組み合って体jR

の低下を防ぎ、励ましあって救助を待つハドル

ポジション(肩組み姿勢)は有効であり、知識

として知っておく必要を感じた。

この年の 6月に国土交通省は「船舶]隊員及び

小型船舶操縦者法」を改正し、 12歳未満の子ど

事埼玉大学教育学部保健体育椛J!E

もにライフジャケットの着用を義務付けていた。

これを守った一家4人が助かった訳であり 、こ

れによってライフジャケットの有効性が改めて

確認された。ライフジャケット着用体験も含め、

浮遊体を捕まえるための泳ぎ、浮遊休に捕まっ

て救助を待つ姿勢などを学ぶための着衣泳授業

の大切さを、再認識させられた事故であった。

ライフジャケットについての教育は、アメリ

カ赤十字社 (1995、1998)及びオーストラリア

・ライフセーピング協会 (1998) などではテキ

ストを用いて行っており、日本でもなされる必

要を感じる。筆者はこれまで着衣泳学習におけ

る5つの学習内容を提案してきたが、ヨ ットや

ボートなと守でEの落水に対しては絶対的な信頼の

あるライフジャケットの装着が必要であること

から、今回、 学校教育におけるライフジャケッ

ト体験学習の研究に取り組むことにした。

長谷川 (1997) は「着衣状態で、の水中転落時

における立ち泳ぎは、 着衣抵抗により身体負担

が増大し、長時間の立ち泳ぎは泳力の優れた者

でも危険であり、困難でLあると思われ、短時間、

一時的な泳法であると考えられる」と述べてお

り、泳ぐことの限界を示唆している。

野沢 (2002) は、「アメリカ赤ト字社とオー

ストラリア・ライフセーピング協会は、浮くも

のにつかまって救助を待つことに関して、泳ぐ

ことはせず、浮力体に捕まって浮いていること
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を原則としている点で、両者が一致していた。

ライフジャケッ ト学習と共に、日本の着衣泳学

習に取り入れるべき内容である」と述べている。

野沢 (2004) は、「中学生の着衣泳学習にお

けるラッコ浮学習、救命胴衣学習、着衣泳法に

ついての一考察」において次のように報告して

いる。「ヘルプ姿勢やハ ドルポジションがしっ

かりとれる生徒は 3分の 1程度である。救命胴

衣の胸側の浮力が背中側より小さいことが姿勢

の保持を難しくしている。多くのタイプの救命

胴衣は水中で浮き上がってしまう状況がみられ、

救命胴衣の構造的欠陥と生徒の装着の不十分さ

がうかがえ、水中に入る前の確実な装着指導が

大切である。ハドルポジションは浮力の異なる

者が組み合うとアンバランスが生じ、浮力の大

きな方が小さい方に乗り上げてしまう状況がみ

られた」と報告した。

海上保安庁 (2008) は、釣り中の事故者のラ

イフジャケッ ト 着用 ・ ~ I:着用による生存率を調

査しており、次のように報告している。「釣り

中の事故者の内、ライフジャケッ ト着用者の生

存率は非着用者の生存率に比べ大111mに高かった。

平成18年において、釣り中の事故者でライフジ

ャケットを着用していた70人の生存率が79%

(55人)であるのに対し、ライフジャケットを

着用していなかった203人の生存率は55%(112 

人)であった。平成17年においては、釣り中の

事故者でライフジャケットを着用していた55人

の生存率が82%(45人)であったのに対し、ラ

イフジャケッ トを着用していなかった157人の

生存率は48% (76人)であった。」

本研究の目的は、小中学生を対象にライフジ

ャケッ ト体験学習を笑施し、実施前後に質問紙

調査を行ってライフジャケットに対する認識や

理解の程度について明らかにし、今後のライフ

ジャケット学習について検討することである。

E 方法

2007年 7月13日に、さいたま市内のO小学校

5・6年生262名、 7月11日に岡市内のN仁IJ学

校 2年生98名、 7月19日に岡市内のT中学校 2

年生108名を対象にライフジャケッ ト体験学習

を実施し、実施前後に質問紙調査を行った。実

施会場は各学校のプールであり、指導は野沢が

行い、野沢研究室学生 2名が補助員として参加

した。実施内容がほぼ同じであったので、男女

別に小学生と中学生を分けて集計し、調査結果

について考察した。

使用したライフジャケッ トは次のとおりであ

った。

小学生にはオーシャンライフ社製の小型船舶

用小児用救命胴衣オーシャンJr.1S、浮力5.2kg

を用いた。中学生にはオーシャンライフ社製の

オーシャン I型タイプF、浮力8.9kgを用いた。

なお、体の大きな中学生には小型舶用救命胴衣

C2型フリーサイズ、浮力8.5kgを用いた。落

7.k11守に自動膨張するライフジャケットのデモン

ストレーション用にはワイズギア社製ライフラ

フトジャケットYM-006、浮力11kgを用いた。

E 結果と考察

1.事前調査結果

事前調査はライフジャケッ トの認知度と理解

度、着用体験の有無等について尋ねたものであ

り、結果は表 1に示したとおりである。なお、

質問紙にはライフジャケッ トを着用している子

どもの写真を載せ、「これがライフジャケッ ト

です」ということを記載した。

11.ライフジャケットについて知っていま

すか」という問いに対し、「よく知っている」

と答えたのは小学生で、約20%、中学生で約10%

であり、約 3分の lの者が「知らない」と答え

た。質問紙にライフジャケッ トの写真が載って

いたのにfflい値で、あったのは、ラ イフジャケッ

トをテレビ画面等で見る機会があるにもかかわ
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表 1 事前調査結果

1. ライフジャケッ トについて知っていますか

よく 少し
知|らない

知|っている 知っている

小男 19.20% 45.00% 35.80% 

小女 19.50% 54.00% 26.40% 

中男 10.50% 58.10% 31.50% 

中女 9.50% 62.20% 28.40% 

2.今までにラ イフジャケッ トを活けたことがあります
治、

3回以上 1-2匝i
ない

ある ある

小男 10.10% 14.30% 75.60% 

小女 5.00% 11.50% 83.50% 

中男 7.20% 17.60% 75.20% 

中女 8.00% 16.00% 76.00% 

3 .ライ フジャケッ トの着け方を知|っていますか

よく 少し
知|らない

ま日っている ま日っている

小男 11.00% 17.80% 71.20% 

小女 5.00% 17.30% 77.70% 

中男 2.40% 19.20% 78.40% 

中女 1.40% 10.80% 87.80% 

4 いざというとき、自分にライフジャケ ットは必要だ

と思いますか

とても 少し そう

そう思う そう思う 思わない

小男 44.9% 39.0% 16.1% 

小火 39.1% 51.4% 9.4% 

中男 41.9% 50.0% 8.1% 

中女 44.0% 53.3% 2.7% 

らず、 学校や家庭、社会で解説される機会が少

ないためではないかと推察された。釣りやカヌ

ーなどの場面でのライフ ジャケットの解説がな

され、安全用具としての有効性を世間jにアピー

ルする必要があるものと考えられた。

r 2 .今までにライフ ジャ ケッ トを着けたこ

とがありますか」という問いに対し、 r3回以

上あるJr 1 ~ 2回」と答えた者は20%程度で

5.ヘルプ姿勢についてまuっていますか

よく 少し
知|らない

長日っている 知っている

小Fj 2.50% 9.20% 88.20% 

小女 0.70% 8.60% 90.60% 

中男 0.80% 8.80% 90.40% 

r.1"女 0.00% 6.70% 93.30% 

6.ハドルポジションについて知|っていますか

よく 少し
知|らない

生日っている 9、日っている

ノl、』j 0.80% 6.70% 92.50% 

小女 1.50% 5.80% 92.70% 

r.1"男 0.00% 5.60% 94.40% 

1:1"女 1.30% 1.30% 97.30% 

7. 浮いて救助をf寺つためにライフ ジャケァ トは効果的

だと思いますか

とても 少し そう

そう思う そう思う 思わない

ノj、pj 46.20% 41.20% 12.60% 

小女 46.40% 39.10% 14.50% 

中男 57.30% 39.50% 3.20% 

中女 68.00% 32.00% 0.00% 

8. ライフジャケッ トを着けるとよく浮くと思いますか

とても 少し そう

そう 思う そう思う 忠、わない

小男 44.90% 35.60% 19.50% 

小女 29.50% 59.70% 10.80% 

中身 42.70% 54.80% 2.40% 

1:1"女 48.00% 50.70% 1.30% 

あり、「ない」と答えた者が70%を超えていた。

これは埼玉県がカヌーやボー トなどを行う環境

に恵まれているにもかかわらず、行う機会が少

ないため、ライフジャケッ トの着用体験者が少

なかったものと推察された。

r 3. ライフジャケッ トの着け方を知ってい

ますかJという問いに対し、「知 らないjとの

回答が70%を超えた。これは着用体験とほぼ同
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じ値であり、体験の少なさが着用法も理解でき

ていない状況を生じさせているものと解釈され

た。

r 4.いざというとき、自分にライフジャケ

ットは必要だと思いますか」という問いに対し、

「とてもそう思う」が40%前後あり、「そう思わ

ない」を大きく上回った。「少しそう思う」も

約半数いたことから、ライフジャケットについ

てはよくわからないものの、その必要性は何と

なく理解しているという状況であると考えられ

た。

r 5.ヘルプ姿勢について知っていますか」

という問いに対し、「知らないJと答えた者が

90%程度あり、ヘルフ。姿勢の認知度は低かった。

r 6.ハドルポジションについて知っていま

すか」という問いに対し、 90%を超える者が

「知らない」と回答した。ラグビーなどの肩組

み姿勢がハドルポジションであり、遭難者が複

数人数で肩を組み合って励ましあい、体温低下

を抑えて救助を待つ姿勢として、知識として理

解しておく必要があると考えられた。

r 7. 浮いて救助を待つためにライフジャケ

ットは効果的だと思いますか」という問いに対

し、小学生の90%近く、中学生ではほとんど全

員が「とてもそう思うJr少しそう思う」と回

答した。必要性はある程度認識されていると解

釈された。

r8.ライフジャケ ットを着けるとよく浮く

と思いますか」という聞いに対し、「そう思わ

ないJが小学生男子では約20%、小学生女子で

10%みられたが、中学生は 2%程度と低い値で

あった。ライフジャケットの浮力は小学生用で

5 kg以上、中学生用で 8kg以上あり、かなり

の浮力であることを理解させる必要があるもの

と思われた。

以上の結果から、 小中学生とも、ライフ ジャ

ケットに対する認識度や理解度は低く、体験学

習する必要があるものと考えられた。

2.ライフジャケット体験学習

水着の上に運動用ジャージ上下を着用し、靴

を履いた状態で次のような内容を学習した。

(1)ライフジャケッ ト装着方法の説明および装

着 .ライフジャケ ットが上に行きすぎない

ために股の下に紐を通すタイプのものであ

ることと、しっかりフィットさせるように

胸の前をきっく 締めることを強調した。

( 2 )ライフジャケッ トを着用してのク ロールイ本

験:速泳のためにはクロールが必要である

ことを理解させ、 25m泳を 2巨l体験させた。

( 3 )ライフジャケットを着用しての平泳ぎ体験

:仲間と一緒になってハドルホ。ジションを

とったりするために必要であることを理解

させ、 25m泳を 2回体験させた。

(4 )ラ イフジャケ ットを着用 してのエレメンタ

リーパックストローク体験 :仰向け姿勢で、

カエル足キックと肘から先での水送り操作

による泳ぎは呼吸が楽であり、実用性が高

いことを理解させて、 25m泳を 2団体験さ

せた。

( 5 )ライフジャケッ トを着用してのヘルプ姿勢

(HELP : Heat Escape Lessoning Posture) 

をとる練習 :ライフジャケットの首筋の部

分を握り、肘を絞めて体に密着させ、 )J奈と

!肢を少し曲げた姿勢が、体温を逃がさない

で救助を待つ姿勢であることを理解させ、

練習させた。

( 6 )ライフジャケットを着用してのハドルポジ

ション(HuddlePosition) をとる練習 2

人の場合は抱き合い、 3人の場合は肩を組

み、 4人の場合は 1人中に入れて 3人が肩

を組むことを指導し、励まし合って気力喪

失を防ぎ、体温を失わずに救助を待つため

の姿勢であることを理解させ、練習させた。

(7)自動膨張式ライフジャケッ トのデモンスト

レーショ ン :補助員が装着し、落水して自

動膨張させるところを見学させ、有効で、あ

ることを理解させた。
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学習は概ね次のように進められた。

1. 説明 ・準備体操(約 5分)

2.ライフジャケッ ト装着法の説明及び装着

(約 5分)

3.クロール、 平泳ぎ、エレメンタ リーパック

ス トロークについての学習(約15分)

4.ヘルプ姿勢、ハドルポジションについて

の学習(約 5分)

5.説明 ・整理体操・調査票記入(約10分)

水泳に適した気象条件の下、野沢がすべての

授業を行い、野沢研究室学生 2名が装着指導等

の補助に当たった。ラ イフジャケッ トは各自の

体形に合うものを着用することとしたが、体形

にばらつきがあり 、必ずしも全員がフィッ トし

たものとはならなかった。

今回実施した授業内容は児童生徒や教員から

高い評価を得ており、内容的に適切であったと

判断された。

3. 事後調査結果

事後調査は、体験学習 したことの理解度、及

びライフジャケッ トについての認識程度などに

ついて明らかにするために行ったものであり、

結果は表 2に示したとおりである。

11. ライフジャケッ トの着け方がわかりま

したか」という問いに対し、小中学生とも70%

以上が「よくわかった」と回答し、「少しわか

った」を加えると、 90%以上の者が理解してい

た。特に中学生女子では「わからなかった」 と

回答した者はいなかった。

12.いざというとき、自分にライフジャケ

ットは必要だと思いましたか」という問いに対

し、ほほ90%の者が「とてもそう思った」と回

答し、「少 しそう思った」を加えると、ほほ全

員がライフジャケッ トの浮力や保温効果を理解

したことがわかった。

13.ヘルプ姿勢について理解できま したか」

という問いに対し、 80%を超える者が「ょくで

きた」と回答し、「少しできた」を加えると、

ほほ全員が理解したことがわかった。

14.ハ ドルポジションについて理解できま

したか」という問いに対し、「ょくできた」と

回答した者は70%程度であり、「少しできた」

を加えると、ほほ全員が理解できたことがわか

った。しかし、ヘルプ姿勢よりは低い理解度で

あり、この原因として、2人の場合、 3人の場

合、 4人の場合などのように、それぞれの条件

で異なる方法を指導したためと考えられた。理

解を深めるためには、ただ単に、「皆でく っつ

き合う」という指導を行うのも一つの方法であ

ると考えられた。

15.浮いて救助を待つためにライフジャケ

ットは効果的だと思いましたか」という問いに

対し、「とてもそう思った」という回答は90%

程度に達し、「少しそう思った」を加えると、

ほほ全員がライフジャケッ トの有効性を理解し

たことがわかった。体験学習の効果が十分得ら

れたといえよう 。

16.ライフジャケッ トがよ く浮くのにび、っ

くり しましたか」という問いに対し、「とても

び、っくりしたJ1少しび、っくり した」と答えた

者は90%を超えた。「ぴ、っくりしなかった」者

は既体験者であるものと推察された。

17.ボートに釆るときは泳げる人もライフ

ジャケットが必要だと思いましたか」という問

いに対し、「とてもそう思う」と答えた者が

90%程度あり、「少しそう思う」を加えると、

ほほ全員が必要性をよく理解したものと判断さ

れた。具体例での回答結果であるだけに、今後

の着用率の向上が期待される。

18.ライフジャケッ トについての学習は役

に立つと思いますかJという問いに対し、「と

てもそう思うJと答えた者は90%を超え、「少

しそう思う」を加えると、ほぽ全員が今回の体

験学習を役立つと思うと答えた。

以上の結果から、ライフジャケッ トの体験学

習は大きな成果を収める ことが明らかになった。

今後は、 小中学校へのライフジャケ ットの貸与

などを行い、水泳授業や安全学習におけるライ

フジャケット体験学習を推進することが必要で
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表 2 事後調査結果

1.ライフジャケットの着け方がわかりましたか 6. ライフジャケットがよく浮くのにびっく りしました
ヵ、

よく 少し わからな とても 少し '(yっくり
わかった わかった 地、っfニ ひPっくりした びっくりした しなかった

小男 73.60% 18.40% 8.00% 小男 69.80% 22.10% 8.10% 

小女 79.20% 19.80% 1.00% 小女 67.00% 31.00% 2.00% 

中男 79.20% 14.60% 6.30% r.1"!i)g 63.50% 29.20% 7.30% 

"1"女 91.10% 8.90% 0.00% 1:1"女 62.50% 32.10% 5.40% 

2 .いざというと き、自分にライフジャケットは必要だ 7 .ポートに乗るときは泳げる人もライフジャケットが
と思いましたか 必要だと思いましたか

とても 少し そう思わな とても 少し そう
そう思った そう思った かった そう思う そう 思う 思わない

小男 88.5% 10.3% 1.1% 小男 90.70% 8.10% 1.20% 

小女 88.0% 12.0% 0.0% 小女 88.80% 11.20% 0.00% 

中!J3 89.6% 10.4% 0.0% 中男 93.70% 6.30% 0.00% 

仁1"女 85.7% 12.5% 1.8% 中女 89.30% 10.70% 0.00% 

3. ヘルプ姿勢について理解できましたか 8. ライフジャケットについての学習は役に立つと思い

ますか

ょくできた 少しできた できなかった
とても 少し そう

そう思う そう思う 忠、わない

小男 80.20% 18.60% 1.20% 小男 91.80% 7.10% 1.20% 

小女 80.00% 19.00% 1.00% 小女 91.90% 7.10% 1.00% 

中男 81.30% 18.80% 0.00% 中男 90.60% 9.40% 0.00% 

中女 82.10% 17.90% 0.00% 中女 83.90% 14.30% 1.80% 

4. ハドルポジションについて理解できましたか 9. あなたは今後ポートなどに来るときはライフジャケ

ットを着けたいですか

ょくできた 少しできた できなかった 必ず着ける
どちらでも

着けない
よい

小!J'J 69.80% 26.70% 3.50% ノl、93 84.90% 14.00% 1.20% 

小女 71.00% 26.00% 3.00% 小女 86.70% 13.30% 0.00% 

中男 70.20% 28.70% 1.10% 中男 82.30% 16.70% 1.00% 

中女 64.30% 35.70% 0.00% 中女 76.80% 23.20% 0.00% 

5. 浮いて救助を待つためにライフジャケットは効#1:1:19 10.水泳がうまくなればライフジャケットはいらないと

だと思いましたか 思いますか

とても 少し そう思わな とても 少し そう

そう思った そう思った かった そう思う そう思う 思わない

小男 87.40% 12.60% 0.00% ノトタj 16.10% 14.90% 69.00% 

小女 90.00% 9.00% 1.00% 小女 17.20% 12.10% 70.70% 

中男 92.70% 7.30% 0.00% 中男 8.30% 6.30% 85.40% 

中女 92.90% 7.10% 0.00% 1:1"女 3.60% 3.60% 92.90% 
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あると考えられた。

U まとめ

小中学生を対象にライフジャケッ ト体験学習

を行い、実施前後に質問紙調査を行って認識度

や理解度を調査したとこ ろ、以下のことが明ら

かになった。

1)小中学生とも、ライフジャケッ トに対する

認識度や理解度は低く、学校教育において体験

学習する必要があるものと考え られた。

2 )事後調査結果で満足できる結果が得られ、

参加児童生徒及び学校教員から高い評価を得た

ことから、今回実施した授業内容は適切であっ

たと判断された。

3 )事後調査結果から、ライフジャケッ ト体験

学習は装着法、救助待ち姿勢、必要性などの理

解に極めて好ま しい影響を及ぼし、児童生徒か

ら学習は役立つとの言.;I'1itliを得た。

4)以上のことから、今後、ライフジャケッ ト

体験学習は学校教育において推進される必要が

あるものと考えられた。
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A study on the learning of a life jacket for the early adolescents 

Iwao NOZAWA 

Keywords : life jacket, learning by doing, early adolescents 

The purpose of this study was to examine the learning of life jacket for the early adolescents. 

The Questionnaire was administered in pre- (before activities) and post- (after activities). 

The major findings were as follows. 

1) They had little understanding of life jacket on findings of pre-test. The result of the findings of 

pre-test suggested the learning of the life jacket. 

2) The life jacket class what I did was sat a high valuation by the early adolescents and the school 

teachers. 

3) The learning of the life jacket was good for understandings how to fit the life jacket, how to take 

a HELP-position and a huddle position on findings of post-test. 

4) The results suggested that the learning of the life jacket is necessary for the early adolescents. 
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